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本果は従前から、過疎・中山間地域を中心に人口減少・高齢化が進行していた中で、23.31:の東日本人震
災及び東電福島第1原発事故により、若年者を中ibに県外への選難が進みく未だ4万5千人が県外選難
中)、 避難が長引けば人口減少にさらに拍車がかかる恐れが大である。福島県の将来を支えるべき多くの人
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未`来の福島を築いていくうえで大きな損失であり、大変、憂慮すべき事
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借上制度Jによる福島県民の新規受け入れの停止要請など数多くの不可解な事例となって現れたものと考え
ている。 その原因は、県の基本姿勢として、県勢の早期復興を優先させようとするあまり、県民が本当に霧
待している「今、県民が何を求めているのかJという様々で切実な思いに寄り添つていなかつたことにあると考
えている。このような事態は、県のリーダーに、情報の評価能力と判断力、指導力と実行力、そして国等への
対外的な主張力のすべてに欠けていたために招来したものと思料せぎるを得ない。

目指すべき将来像
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交流の郷・福島であり、そして効率的な経営と地域特性を活かした農事業が躍動する緑豊かな福島である。
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原発被害対策の総見直し
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誘致による観光産業の振興 ⑤医療関連産業の集積
第3優先 l 

少子・高齢社会への対応強花
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8通競           
整備 ②人材育成と理数科教育の強化 ③最先端医療体制の整備

数値目標 :再生エネルギー関連工場の立地件数 70～80件

財源:国庫中心
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財源:県単、国庫

数値目標 :製造品出荷額 現在 5.1兆円 →6兆円



数値目標:産出額 現在 lβ
“

帷円 →約3.000億円

llm:県単、国庫
手段: i農商工連携による6次産業化によるプランド4ヒ、高付加価値化や大手食品関連企業と

稚製 雛 斃なだ       繋臨麗躍程

期限:H30       数値目標:保育所待機児童数を0人にすること。
予算 :
財源:国庫、県単
手段: :子ども・子育て新支援制度の議切な運用を図る。 1若者の正規雇用促進による安定
収入の確保により結婚機運の誘導を回る。

期限:直ちに実施       数値目標 :

予算 :

財諄:県単、国庫
手段:サービスの不十分な地域に対して県が全面的に支援し、サービスの向上を図る。

期限:         数値目標 :
予算 :

財濠 :県単
手段:医師不足や地域偏在の解消のため、県内外に医師派遣の可能な医療機関を確保し、
「医師派遣バンク制度Jを構築する。
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第1酸 l瑠融勘黎炉
摯輝    難疇:

予算 :
財源 :

轟   覆骰鰐轟撫彗畿癬雛峯書[
世帯の同居等)に応じて認めるよう、国に対して運用や法改正等を求める。

第2優先 l期
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ての原発の再稼働停止
   数値目標 :

予算 :

財源 :

手段:原発事故により苛酷な被害を受け
べきであり、そのことを主張すべき責務があ
上を回、事業者に対して求めていく。また、(

飛響卿
う、原子力安全協定の見直しを回、事業者に対して

数値目標 :

予算 :

財源 :

手段:①観光交流人口の拡大により地域活性化を図る。②地域住民の地域づくり活動を支援

し、地域の絆とコミュニティの再構築を進める。                  _


